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　第７回桜区原爆絵画展を８月19日から

21日まで開催しました。

　展示内容は、写真16点、絵画57点、

丸木美術館パネル２組を設置しました。

三日間で159人の来場者がありました。

来場者は、前回の半数（前回２８２人）

ほどでしたがアンケートの枚数は、前回

の２.6倍の７１枚となりました。アン

ケートの記載方法等を改善したのが良

かったのでしょうか。

　会場内では、娘たちと「平和」につい

て話し合うきっかけにしたいと言うお母

さん。新聞で見てバスを乗り継いで来ま

したと言うおばあさん。こういった声は

我々の励みになります。（感謝）

　「戦争とは、それが正義であれ不正義

であれ、悲惨な結果をもたらそうが勝利

をもたらそうが、子どもたちに対する

宣戦布告なのです」と言ったのは誰で

あったろうか。戦争体験者が少なくなっ

てきている今、次の世代にしっかりと伝

えていく必要があります。

（アンケートから感想の抜粋）

・このような展示会によって我々若

い世代に戦争、原爆の恐ろしさを

知って欲しいと思います（２０代）

・少しでも当時のことを知ろうと思って

来ました（新聞記事を見て）将来伝える

手段として続けてほしいです（３０代）

・こうした地域での絵画展は家族と足を

運び共に戦争について考える良い機会に

なると思います（５０代）

・戦争のむごさがこの展示会で良く解か

りました。二度と戦争を起こしてはなり

ません（６０代）
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●戦前は天皇主権

　明治憲法では主権者は天皇であり、

国民は天皇の臣民でした。だから現憲

法とは逆で権力が国民を縛っていまし

た。そのため政府の行為による戦争に

反対することは「国賊」「非国民」と

非難・弾圧され、戦争を止めることが

できませんでした。この反省から今の

平和憲法が作られました。

●「権力が国民を縛る」に変えたい自

民党

　自民党の憲法改正草案では天皇は国

家元首とし、憲法擁護義務者から天皇

を外して国民を加えています。このこ

とは憲法の根幹を「権力が国民を縛る」

に変えるもので戦前と同じになります。

　「過去の大戦は聖戦であった」、

「ナチスの手口に学べ」「敵基地先制

攻撃も防衛のうち」などという危険な

考えが政権中枢から語られ、併せて憲

法改正（改悪）の動きが強まっている

今日は、戦後ではなく「戦前」だと言

わざるを得ません。

　改憲は徴兵制と暗黒政治への道です。
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●主権者である国民が権力を縛る

　「戦争してはいけませんよ」第9条、

「国民に健康で文化的な最低限度の生活

を保障しなさいよ」第25条、「憲法に反

する法律は無効ですよ」第98条などなど、

国民が国家権力を縛っています。これが

憲法の根幹でとても大切なことです。

●国民が作った平和憲法

　憲法の中に「国民が権力を縛る」とい

う文言はありません。しかし前文には、

「国民は、主権が国民に存することを宣

言し、この憲法を確定する」と国民が

作った憲法であることを示し、さらに第

99条で、「天皇、国務大臣、国会議員、

裁判官、その他公務員は、この憲法を尊

重し擁護する義務を負う」と権力を構成

する人に憲法を守れと規定しています。

国民という文言がこの中にないことは国

民が権力を縛ることの証明です。

　天皇は権力者ではありませんが、第1

条で国民統合の象徴との規定や、戦前の

天皇の地位などから

擁護義務者に加え

られています。

　7月25日付の東京新聞が、核拡散防止

条約（NPT）をめぐる動きについて報じ

ている。

「新冷戦」で中国と対立を深めている
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　2020年は新型コロナウイルスのパン

デミックにより、オリンピックがはじめ

て延期された年として記憶されるのだろ

うか。

　2013年に開催地が、東京に決定した

ときもなんか白々しい感じしか受けな

かった。東日本大震災の復興は進まず原

発の過酷事故の対応もぜんぜん見通しが

たっていないのにもかかわらず「アン

ダーコントロール」されているという能

天気な前首相や、「おもてなし」などと

いう意味不明な媚び媚びな言葉を連発す

る人々。開催を招致するに当たっても不

明朗なお金のつかいたが問題になってい

て未だに解決していない。招致の段階か

ら真っ黒けな「おもてなし」をしてきた

関係者たち。で、2021年はさらにコロ

ナが蔓延しているのにもかかわらずオリ

ンピックを中止せず強行開催。しかも、

「女性蔑視発言」「障害者虐待」「ホロ

コースト揶揄発言」など多くの障害物を

け散らしてのなりふりかまわなさ。「あ

んぜん・あんしん・あんぜん・あんしん」

とお題目だけの現首相。

　ワクチン接種を２回して、安心してテ

レビでオリンピックを応援し、一喜一憂

バイデン政権は、中国を『唯一の競争相

手』として核の近代化を推進、中国は核

戦力の増強を急ピッチで進めている。ロ

シアも核増強を進め、イギリスは3月、

核保有の上限を150発から260発へ引き

上げると発表。核軍縮を保有国の義務と

しているNPTが全くない

がしろにされている。

核保有国の現有弾頭数は、

2021年1月のストックホルム国際平和研

究所の推定によると米国5550発、中国

350発、ロシア6255発、英国225発、

フランス290発と続き、世界の核弾頭数

は9カ国で計1万3080発。恐ろしい、肝

が冷える数だ。

　これら核保有国の核増強に対して非保

有国の反発が広がっている。

核保有国の軍縮停滞が続いたため、非保

有国の批判が高まり、2017年に核兵器

を全面違法化、廃絶を目指す核兵器禁止

条約を国連で採択、21年1月に発効し、

非保有国は軍拡阻止へ結束を強化して、

保有国への批判を強めている。核保有国

と非保有国の間の橋渡しをするとして、

参加を拒否している日本政府は、案の定

この状況に音なしの構えでなんの役割も

果たすことができないのは悲しい。

沖縄全戦没者追悼式で、「みるく世の謳」

を発表した上原美春さん、また核廃絶の

意義や平和の尊さを発信する活動に取り

組む高校生平和大使などの若者たち。行

動する若者たちに連帯して進むことがで

きる大人でありたい。
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【会の活動報告】

　４月２４日（土）　　運営スタッフ会議　大久保公民館

　５月２９日（土）　　運営スタッフ会議　土合公民館

　７月１１日（日）　　運営スタッフ会議　土合公民館

　８月　９日（月・祝）運営スタッフ会議　大久保東公民館

　８月１９～２１日（木～土）原爆絵画展　プラザウエスト

【これからの予定】

　９月１１日（土）　　運営スタッフ会議　土合公民館

　 　

　経済産業省は７月１２日、総合資源エ

ネルギー調査会の作業部会で、2030年

時点の電源別の発電コストについて新た

な試算を公表した。原発は安全対策費の

増加などを受けて、15年の前回試算より

上昇し、最も安い電源は太陽光発電とな

る。太陽光は技術革新や大量導入などで

コストが下がる見通しだ。太陽光のコス

トが原発を将来下回ることを経産省が試

算で認めるのは、初めてとみられる。原

発のコスト増の大きな要因は安全対策費

だ。過酷事故などを想定した対策工事費、

事故時の賠償や廃炉費用なども前回の

試算から増えた。他にも使用済み燃料の

再処理の総事業費や高レベル放射性廃棄

物（核のごみ）の処理費用などがある。

　経産省は電力を安定的に供給できる

「ベースロード電源」として原発を重視

してきた。太陽光は夜間に発電できない

こともあり、再生可能エネルギーが増え

すぎると、悪条件が重なったときに大規

模な停電が起きる恐れがあるという。コ

ストが上がっても原発の重要性は変わら

ないとの立場だ。

（2021年7月13日の朝日新聞から）
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している馬鹿な俺。

これで、ニッポンは「だいじょう～ぶ

だ～」嗚呼、志村けん。

（会員Hさんからの投稿）


